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杜
会
主
義
経
済
の
数
量
誘
導
的
計
画
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
　
　
ー
ワ
イ
ツ
マ
ン
ー
ー
ク
レ
マ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
に
ー

1
　
は
じ
め
に

　
い
か
な
る
計
画
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
望
ま
し
い
か
と
い
う
問
魑
に
つ

い
て
は
、
L
：
ミ
ー
ゼ
ス
、
F
・
ハ
ィ
ェ
ク
、
O
ニ
フ
ン
ゲ
ら
の

い
わ
ゆ
る
「
経
済
計
算
論
争
」
以
降
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き

た
。
そ
の
出
発
点
は
市
場
競
争
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
襖
写
し
た
「
模
索

プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
こ
れ
を
改
善
し
た
ヲ
ン
ゲ

ー
ー
ア
回
1
1
ー
ハ
ー
ブ
ィ
ヅ
ツ
・
プ
ロ
セ
ス
（
L
A
H
プ
ロ
セ
ス
）
、

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
”
ヴ
ォ
ル
フ
の
分
解
原
理
に
基
づ
く
マ
ラ
ン
ヴ
ォ

ー
・
プ
ロ
セ
ス
（
M
プ
ロ
セ
ス
）
な
ど
一
連
の
価
格
誘
導
的
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
定
式
化
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
社
会
主
義
国
の
計
画
化
に
お
い
て
は
計
画
当
局
に
よ

田
　
畑

伸

郎

る
数
量
割
当
が
重
要
な
機
能
を
担
っ
て
お
り
、
ま
た
、
資
本
主
義

国
に
お
い
て
も
計
画
当
局
が
生
産
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
の
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

性
が
マ
ラ
ン
ヴ
ォ
ー
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
た
。
実
際
、
J
・
コ
ル

ナ
イ
ー
1
T
・
リ
プ
タ
ー
ク
は
、
価
楮
誘
導
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
唯
一

の
選
択
肢
で
は
な
い
こ
と
を
、
数
量
情
報
が
主
導
的
な
役
割
を
果

た
す
プ
ロ
セ
ス
（
K
L
プ
ロ
セ
ス
）
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
＾
3
〕

示
し
た
。
こ
の
K
L
プ
ロ
セ
ス
に
は
技
術
が
線
形
で
あ
る
と
い
う

制
約
が
あ
っ
た
が
、
次
い
で
、
非
凸
の
環
境
の
も
と
で
も
局
所
的

収
束
性
が
保
証
さ
れ
る
ヒ
ー
ル
・
プ
ロ
セ
ス
（
H
プ
ロ
セ
ス
）
が

　
　
　
＾
4
）

設
計
さ
れ
た
。
非
凸
環
境
で
収
束
性
を
保
証
さ
せ
る
と
い
う
間
題

は
、
価
椿
誘
導
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
十
分
に
解
決
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
H
プ
ロ
セ
ス
は
こ
の
点
に
数
最
情
報
の
一

閉
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つ
の
利
用
価
値
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
以
上
の
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
は
結
合
生
産
の
存
在
し
な
い
一
単
位

一
生
産
物
と
い
う
体
系
の
も
と
で
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

さ
ら
に
、
結
合
生
産
を
認
め
る
体
系
の
も
と
で
ワ
イ
ツ
マ
ン
・
プ

ロ
セ
ス
（
W
プ
ロ
セ
ス
）
、
ク
レ
マ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
（
C
プ
ロ
セ

　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

ス
）
が
定
式
化
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
C
プ
回
セ
ス
は
、
生
産
単
位

が
送
る
通
信
も
数
量
情
報
で
あ
り
、
何
ら
の
「
評
価
」
を
必
要
と

し
な
い
数
量
－
数
量
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
従
来
の
数

量
誘
導
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
も
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
C
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
非
凸
の

環
境
の
も
と
で
も
大
局
的
収
東
性
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
う
し
て
、
模
索
プ
ロ
セ
ス
以
来
の
未
解
決
の
問
題
の
一

つ
が
数
量
－
数
量
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
こ
の
よ
う
に
数
量
誘
導
的
計
画
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
な
か
で
も
最
先
端
に
位
置
す
る
W
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
C
プ
ロ
セ

ス
の
特
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
プ
ロ
セ

ス
に
着
目
す
る
一
つ
の
理
由
は
、
そ
の
接
近
法
が
従
来
の
M
プ
ロ

セ
ス
、
H
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の
接
近
法
と
は
「
正
反
対
」
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
が
様
々
な
興
味
深
い
含
意
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
本
稿
の
皿
で
は
分
析
の
稗
組
を
提
示
す
る
。
皿
で
は
両

プ
回
セ
ス
の
定
義
お
よ
び
特
性
を
数
挙
的
に
示
す
。
w
で
は
若
干

の
問
題
に
つ
い
て
両
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
数

量
情
報
の
機
能
、
②
「
外
側
か
ら
」
の
接
近
、
㈹
達
成
可
能
性
と

逐
次
改
良
性
、
ω
「
情
報
的
分
権
化
」
と
情
報
の
記
憶
、
が
そ
れ

で
あ
る
。
V
で
は
結
び
に
か
え
て
残
さ
れ
た
間
題
に
若
千
触
れ
る
。

11

分
析
の
枠
組

　
本
稿
の
モ
デ
ル
分
析
の
基
本
的
前
提
は
次
の
五
点
に
ま
と
め
ら

れ
る
。

　
ω
経
済
全
体
の
単
一
の
最
適
計
画
問
題
（
目
的
関
数
）
が
存
在

す
る
。

　
ω
。
モ
デ
ル
は
、
複
数
の
生
産
単
位
の
他
に
、
単
一
の
計
画
当
局

が
存
在
す
る
二
階
層
モ
デ
ル
で
あ
る
。
計
爾
当
局
は
次
の
三
つ
の

　
　
　
　
＾
6
〕

役
割
を
果
た
す
。
第
一
に
、
最
終
財
の
有
用
性
に
つ
い
て
の
知
識
、

す
な
わ
ち
目
的
関
数
の
知
識
を
有
す
る
「
舵
手
」
の
役
割
。
第
二

に
、
期
首
ス
ト
ヅ
ク
の
存
在
量
に
つ
い
て
の
知
識
を
有
す
る
「
管

財
人
」
の
役
割
。
第
三
に
、
生
産
単
位
の
間
の
情
報
交
換
を
媒
介

す
る
「
管
制
人
」
の
役
割
。

　
側
モ
デ
ル
の
与
件
情
報
は
計
画
作
成
の
初
期
時
点
に
お
い
て
計

画
当
局
と
各
生
産
単
位
と
の
閥
に
分
散
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

η
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計
画
当
局
は
舵
手
お
よ
ぴ
管
財
人
と
し
て
の
知
識
の
み
を
有
し
、

各
生
産
単
位
は
自
己
の
生
産
技
術
に
関
す
る
知
識
の
み
を
有
す
る
。

　
ω
財
の
集
計
化
は
な
さ
れ
な
い
。

　
㈲
モ
デ
ル
は
短
期
計
画
化
の
静
学
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　
ω
～
㈹
に
つ
い
て
若
千
コ
メ
ン
ト
し
て
お
こ
う
。
ω
に
つ
い
て

は
、
こ
の
よ
う
な
間
題
を
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
、

可
能
な
ら
ば
ど
の
よ
う
に
し
て
構
成
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
は
計

画
化
の
問
題
を
考
察
す
る
う
え
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
本
稿

で
は
こ
う
し
た
点
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
ω
に
つ
い
て
、
計
画
当

局
が
第
三
の
「
管
制
人
」
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
、
情
報
交
換

が
計
画
当
局
と
各
生
産
単
位
と
の
二
階
層
間
だ
け
で
行
わ
れ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
㈹
に
つ
い
て
、
こ
の
前
提
の
も
と
で
計
画
を
作

成
す
る
た
め
に
は
二
階
層
間
で
情
報
交
換
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、

こ
の
情
報
交
換
を
通
じ
て
各
単
位
に
分
散
し
て
い
た
与
件
情
報
の

す
べ
て
を
計
画
当
局
に
集
中
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
経
済
シ
ス
テ
ム
に
∫
個
の
財
と
、
そ
れ
ら
の
投

入
・
産
出
を
行
う
椛
個
の
生
産
単
位
が
存
在
す
る
と
す
れ
ぱ
、
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
こ

画
間
題
は
次
の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ
る
。

　
　
s
＾
ξ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
宅
）
　
　
（
一
）

　
杁
咋
s
＋
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
）
　
　
閑

　
　
　
』
1
－
－

　
烹
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

　
　
q
（
8
）
↓
目
婁
．
　
　
　
　
　
　
　
（
仁
）

こ
こ
に
、

　
　
り
1
1
戸
N
一
…
ら
｝
財
の
番
号
集
合
、

　
　
暑
1
1
P
“
…
る
｝
　
生
産
単
位
の
番
号
集
合
、

　
　
s
…
［
葦
一
…
一
§
］
、
．
1
単
位
純
産
出
5
－
列
ベ
ク
ト
ル
（
㌧

　
　
　
£
く
）
（
嘆
ξ
〉
o
の
と
き
は
産
出
、
§
〈
o
の
と
き
は
投

　
　
　
入
を
示
す
）
、

　
　
巧
・
1
単
位
生
産
可
能
領
域
（
、
き
、

　
　
臼
1
1
［
ぎ
…
一
套
］
、
最
終
需
要
3
1
列
ベ
ク
ト
ル
、

　
　
x
　
産
出
（
最
終
需
要
）
許
容
集
合
、

　
　
§
1
1
［
§
一
…
一
§
］
、
期
首
ス
ト
ツ
ク
∫
1
列
ベ
ク
ト
ル
、

　
　
σ
　
目
的
関
数
。

　
問
題
は
、
各
単
位
の
技
術
的
制
約
条
件
ω
、
物
財
バ
ラ
ン
ス
ω
、

最
終
需
要
許
容
条
件
㈱
が
満
た
さ
れ
る
と
い
う
制
約
の
も
と
で
、

目
的
関
数
の
値
を
最
大
化
す
る
よ
う
に
各
単
位
の
純
産
出
量
を
決

定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
計
画
問
題
に
つ
い
て
以
下
の
仮
定
が
お
か
れ
る
。

　
㈲
各
ゴ
単
位
の
生
産
可
能
領
域
巧
（
烹
ミ
）
は
閉
集
合
で
あ
り
、
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上
に
有
界
で
あ
る
。
ま
た
、
各
単
位
は
余
剰
を
自
由
に
処
分
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
ξ
＾
さ
一
s
帆
s
u
s
耐
さ
．

　
ω
産
出
許
容
集
合
x
は
開
集
合
で
あ
り
、
下
に
有
界
で
あ
る
山

ま
た
、
産
出
（
最
終
需
要
）
は
飽
和
状
態
に
は
達
し
て
い
な
い
。

す
な
わ
ち
、

　
　
臼
＾
ト
賞
帆
眺
H
V
眺
＾
ト

　
ω
目
的
関
数
σ
は
連
続
で
、
”
の
単
調
非
減
少
関
数
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
こ
の
計
画
問
題
に
は
解
が
存
在
す
る
と
仮
定
し
、

そ
れ
を
が
一
㌧
、
き
で
表
わ
す
こ
と
に
す
る
一
ま
た
、
萬
．
－
竺
㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
■
－

十
§
と
す
る
）
。

　
本
稿
で
扱
う
よ
う
な
計
画
作
成
の
た
め
の
惰
報
交
換
の
反
復
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

ロ
セ
ス
は
次
の
六
点
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
。

　
ω
計
画
当
局
が
生
産
単
位
に
送
る
通
信
符
号
、

　
㈹
各
．
1
生
産
単
位
が
計
画
当
局
に
送
る
通
信
符
号
、

　
㈹
初
期
ル
ー
ル
（
プ
ロ
セ
ス
の
開
始
方
法
）
、

　
㈹
反
応
ル
ー
ル
（
奇
3
生
産
単
位
が
計
画
当
局
に
送
る
通
信
を

決
定
す
る
方
法
）
、

　
け
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
．
ル
ー
ル
（
計
画
当
局
が
生
産
単
位
に
送
る

通
信
を
決
定
す
る
方
法
）
、

　
㈹
決
定
ル
i
ル
（
プ
ロ
セ
ス
終
了
時
に
、
計
画
当
局
が
各
単
位

の
投
入
．
産
出
に
関
す
る
計
画
原
案
を
作
成
す
る
方
法
）
。

　
最
後
の
決
定
ル
ー
ル
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
て
お
こ
う
。
決
定

ル
ー
ル
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
計
画
当
局
の
獲
得
し
た
情
報
あ

る
い
は
そ
れ
に
基
づ
く
通
信
符
号
を
各
単
位
の
投
入
・
産
出
に
関

す
る
符
号
に
「
解
読
（
ま
8
茅
）
」
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
ら

　
　
＾
9
）

で
あ
る
。
数
量
誘
導
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
つ
の
特
徴
は
、
計
画
当

局
の
通
信
符
号
が
各
単
位
の
投
入
・
産
出
そ
の
も
の
で
あ
る
た
め
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
計
画
原
案
と
し
て
通
用
し
、
こ
の
解
読
を
行
う

必
要
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
皿
で
は
W
プ
ロ
セ
ス
、

C
フ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
ω
～
㈹
の
五
点
が
定
義
さ
れ
る
。
な
お
、

こ
の
計
画
原
案
が
達
成
可
能
で
な
い
場
合
に
は
、
何
ら
か
か
操
作

を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
達
成
可
能
な
「
計
画
」
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
「
計
画
」
と
「
計
画
原
案
」
と
を
意

図
的
に
区
別
し
、
決
定
ル
ー
ル
と
は
「
計
画
原
案
」
の
作
成
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

ル
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

　
　
　
1
　
　
　
．

　
　
　
1
ー
　
フ
ロ
セ
ス
の
定
義
と
そ
の
特
性

　
一
　
ワ
イ
ツ
マ
ン
・
プ
回
セ
ス
（
W
プ
ロ
セ
ス
）

　
W
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
n
で
述
べ
た
仮
定
a
～
c
に
加
え
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て
、
次
の
仮
定
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
ω
計
画
当
局
は
、
各
・
1
単
位
の
生
産
可
能
領
域
凶
（
、
ミ
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

つ
い
て
、
さ
n
さ
一
。
一
で
あ
る
と
い
う
知
識
を
有
す
る
。

　
㈲
各
・
3
単
位
の
生
産
可
能
領
域
巧
（
、
き
は
凸
集
合
で
あ
る
。

　
W
プ
ロ
セ
ス
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

　
…
計
画
当
局
の
通
信

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

　
　
各
単
位
の
純
産
出
量
　
e
1
1
［
ε
一
…
ら
ξ
］
、
（
㌧
£
6

　
㈹
各
．
3
単
位
の
通
信

　
　
純
産
出
量
s
”
［
s
さ
…
一
§
］
、

　
　
双
対
個
祷
さ
H
［
ヨ
さ
…
、
ξ
］
、

　
㈹
初
期
ル
ー
ル

　
　
計
画
当
局
は
、
期
首
の
知
識
び
（
さ
n
さ
、
。
、
ζ
、
き
に
基

　
づ
い
て
後
出
の
問
題
ω
1
帥
を
解
き
、
そ
の
解
ぴ
（
㌧
£
6
を

　
各
単
位
に
送
る
。

　
㈹
反
応
ル
ー
ル

　
　
各
・
3
単
位
は
、
純
産
出
割
当
ω
ゴ
が
達
成
可
能
で
あ
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
（
ε
、
、
、
＾
5
、
が
を
計
画
当
局
に
報
告
す
る
（
S
、
、
、
1
1
ξ
、
，
、
）
。

　
　
純
産
出
割
当
ω
ゴ
が
達
成
不
可
能
で
あ
る
と
き
（
由
㌧
、
一
＾
さ
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
q

　
ま
ず
各
ゴ
単
位
は
、
ω
’
を
上
隈
と
す
る
領
域
で
任
意
の
有
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

　
点
⑰
’
を
選
ぷ
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
砂

　
轄
㌧
、
一
1
〈
邊
㌧
、
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

　
s
一
、
一
＾
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
①
）

　
　
ξ
v
廷
㌧
、
一
ψ
ξ
＾
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
）

　
＾
彗

で
あ
る
。
．
こ
こ
で
、
巧
は
凸
築
合
だ
か
ら
（
仮
定
、
）
、
実
は

あ
る
正
の
∫
－
列
「
価
楕
」
ベ
ク
ト
ル
〃
に
対
す
る
次
の
間
題

の
解
戸
が
条
件
㈲
1
ω
を
満
た
す
。

　
　
砂

　
　
s
〈
自
＼
、
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
。
）

　
　
s
＾
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）

　
　
ミ
、
s
↓
曽
費
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
曽
）

そ
こ
で
次
に
、
㈱
式
に
か
け
る
ω
’
の
双
対
価
椿
の
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

　
　
之
。
一
1
－
ミ
ー
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
）

に
よ
り
ω
’
を
求
め
る
。
数
学
的
に
は
、
が
は
，
点
、
吻
を
通
り
、

　
　
　
π

点
ω
ゴ
と
凸
集
合
巧
と
を
分
離
す
る
分
離
超
平
面
の
法
線
ベ
ク

　
q
ト
ル
で
あ
る
。
各
・
3
単
位
は
、
し
の
よ
う
に
し
て
決
定
し
た

　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
μ
）

ω
’
と
／
を
計
画
当
局
に
報
告
す
る
。

酬
　
　
　
π

刈
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
ル
ー
ル

　
計
画
当
局
は
各
単
位
か
ら
の
報
告
に
よ
り
、
各
単
位
の
生
産

可
能
領
域
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
。

　
　
さ
一
。
一
H
さ
一
、
．
、
一
⊃
き
一
。
1
、
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
（
曽
）

　
　
き
一
、
．
、
、
1
ー
ぎ
ぎ
一
、
、
、
、
、
ε
帆
～
一
、
．
、
一
、
喧
㌧
、
．
一
一
｝
・
　
（
ご
）
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き
一
、
1
、
一
は
一
種
の
予
算
制
約
を
示
す
も
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、

灼
㌧
、
．
、
一
・
さ
（
S
一
。
1
、
一
1
1
喧
＼
、
．
、
一
）
の
と
き
に
は
、
さ
一
、
一
1
1
｛
、
、
、
一

と
す
る
）
。
そ
し
て
、
こ
の
／
を
計
画
間
題
ω
1
ω
の
巧
に
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

き
換
え
た
次
の
問
題
を
解
く
。

　
　
s
m
さ
一
、
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㌧
m
宅
）
　
（
宝
）

第1図Weitzmanプロセス

〃’㈹

ll＝
’π

切j
’σ

〕1｛
’舌

－o－
』π

〕o
’”

“ψ

餉”

B
　
　
λ

注） K－0λλ0y；ω一0B80
yj㈹一001〕BO
y、嘔」0C亙F0（斜線都〕

　
　
　
　
自

　
　
　
亀
帆
】
e
＋
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご
）

　
　
　
　
㌧
■
一

　
　
　
烹
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5

　
　
　
q
（
8
）
↓
目
買
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
く
）

　
こ
の
問
魑
の
解
！
（
烹
宅
）
を
各
単
位
に
送
る
。

　
　
　
　
　
　
　
q

　
W
プ
ロ
セ
ス
の
進
行
を
図
示
し
た
の
が
第
－
図
で
あ
る
（
こ
の

図
は
、
巧
の
第
一
成
分
と
第
二
成
分
と
の
関
係
を
示
す
∫
次
元

空
間
の
断
面
図
で
あ
る
）
。
ま
ず
ス
テ
ヅ
プ
叶
1
－
o
に
お
い
て
、

計
画
当
局
が
期
首
の
知
識
び
に
基
づ
き
間
題
ω
1
帥
を
解
い
て

仰
5
を
割
当
て
、
こ
れ
に
対
し
て
・
3
単
位
が
有
効
点
⑭
1
、
法
線
o
o
’

q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
　
　
　
　
　
π

を
報
告
し
た
と
す
る
。
こ
の
緒
果
、
3
単
位
の
生
産
可
能
領
域
に

つ
い
て
の
計
画
当
局
の
知
識
は
㌢
ら
び
一
と
噌
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

同
様
に
し
て
、
次
の
ス
テ
ヅ
プ
で
は
そ
の
知
識
は
砂
（
斜
線
部
）

に
ま
で
深
め
ら
れ
る
。

　
以
上
で
定
義
し
た
W
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
次
の
定
理
が
成
立
す

る
。
　
定
理
W
　
仮
定
d
お
よ
び
e
の
も
と
で
、
ス
テ
ヅ
プ
数
甘
↓
8

　
の
と
き
プ
ロ
セ
ス
は
大
局
的
最
適
解
に
収
束
す
る
。

　
こ
の
定
理
を
証
明
す
る
う
え
で
重
要
な
の
は
次
の
二
つ
の
補
題

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠

　
補
題
W
－
1
　
目
的
関
数
の
値
q
（
嘗
一
。
一
）
H
q
（
】
ξ
一
。
一
十
§
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
1
－
一
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は
‘
に
つ
い
て
単
調
非
増
加
で
あ
る
。

　
証
明
　
仮
定
d
と
胸
式
に
よ
り
、

　
　
さ
一
。
一
1
U
｛
、
一
1
U
…
U
皇
。
．
、
一
1
U
さ
一
、
一
1
U
…
u
さ
（
、
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠

　
で
あ
る
。
ξ
一
、
一
＾
さ
一
、
一
（
』
＾
3
一
ε
一
、
一
1
1
】
ε
一
、
一
十
§
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
川
－

　
σ
は
”
の
単
調
非
減
少
関
数
だ
か
ら
、

　
　
　
q
（
s
一
ε
）
w
q
（
曽
一
、
一
）
w
…
w
q
（
㌧
、
．
ご
）
w
q
（
s
§
）
w
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
・
w
q
（
s
．
）
　
　
（
岩
）

　
と
な
る
（
証
了
）
。

　
補
題
W
－
2
　
仮
定
e
の
も
と
で
、
任
意
の
‘
に
つ
い
て
次
の

　
条
件
を
満
た
す
！
（
、
」
く
）
が
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
π

　
　
（
β
）
　
～
一
、
一
M
〇
一

　
　
（
b
）
　
§
㌧
、
一
V
S
㌧
、
一
ψ
司
ξ
一
吊
一
V
〇
一

　
　
（
『
）
　
s
m
さ
ψ
さ
一
、
一
、
s
帆
司
㌧
、
一
、
噂
㌧
、
一
一

　
　
（
～
）
　
～
一
、
一
、
s
一
、
一
く
さ
一
，
一
、
由
㌧
、
一
．

　
こ
の
補
魑
は
、
反
応
ル
ー
ル
の
解
！
（
烹
き
の
存
在
を
保
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

す
る
も
の
で
あ
る
。
証
明
は
、
問
題
㈱
－
ω
の
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
関

数　
　
卜
”
§
、
S
1
ぎ
、
（
唱
＼
、
「
S
）

に
つ
い
て
巧
が
凸
築
合
だ
か
ら
（
仮
定
e
）
、
鞍
点
（
“
さ
S
）
が

存
在
す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
ミ
s
H
s
で
あ
り
、
鞍
点
の

特
錐
嬰
に
よ
り
条
件
ω
－
⑥
を
満
た
す
が
の
存
在
が
証
明

さ
れ
る
。

　
定
理
w
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
補
題
w
1
2
に
よ
り
、
ス
テ
ッ
プ

数
帥
↓
8
の
と
き
パ
（
、
き
が
計
画
問
題
の
達
成
可
能
解
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
q

一
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
次
に
補
題
W
I
1
に
よ
り
、
そ
れ
が
最
適
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
〕

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
定
理
W
に
つ
い
て
次
の
系
が
成
立
す
る
。

　
系
技
術
が
線
形
で
あ
る
と
き
、
プ
ロ
セ
ス
は
有
限
回
の
イ
タ

　
レ
ー
シ
目
ン
で
収
東
す
る
。

　
W
プ
ロ
セ
ス
は
、
一
般
に
非
線
形
で
あ
る
計
画
問
題
の
制
約
条

件
ω
を
纏
形
の
制
約
条
件
で
近
似
し
て
解
こ
う
と
す
る
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
胸
、
㈲
式
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
計
画
当
局

は
各
．
3
単
位
の
生
産
可
能
領
域
巧
に
接
す
る
超
平
面
“
一
、
一
1
1

｛
呈
ご
一
、
一
、
ξ
1
1
～
一
、
一
、
唱
㌧
、
一
－
に
よ
っ
て
巧
の
形
状
を
次
第
に
正
確

に
把
握
す
る
わ
け
で
あ
る
。
技
術
が
線
形
で
あ
る
と
き
に
は
、
巧

は
凸
多
面
体
で
。
あ
り
、
有
限
個
の
面
し
か
も
た
な
い
か
ら
、
巧
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

接
す
る
超
平
面
は
た
か
だ
か
有
眼
個
し
か
存
在
し
な
い
。

　
W
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
定
理
W
で
示
し
た
よ
う
に
凸
の
環

境
の
も
と
で
大
局
的
収
東
性
が
保
証
さ
れ
る
。
し
か
し
、
任
意
の

醐
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又
テ
ヅ
プ
f
で
プ
ロ
セ
ス
が
終
了
し
た
と
き
、
計
画
原
案
ψ
’
（
㌧
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

』
く
）
の
達
成
可
能
性
は
必
ず
し
も
保
証
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
す

ぺ
て
の
㌧
＾
ミ
に
つ
－
い
て
e
一
、
一
m
さ
が
成
立
す
る
と
は
限
ら
な

い
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
で
詳
し

く
検
討
す
る
。

　
ニ
　
ク
レ
マ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
（
C
プ
ロ
セ
ス
）

　
C
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
、
計
画
当
局
の
期
首
の
知
識
に
っ
い

て
W
プ
ロ
セ
ス
と
同
じ
仮
定
d
が
お
か
れ
る
（
た
だ
し
、
さ
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
）

1
1
ぎ
一
ξ
帆
e
㌧
自
一
－
と
す
る
）
。
し
か
し
、
生
産
可
能
領
域
凸
性
に

つ
い
て
の
仮
定
e
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。

　
C
プ
ロ
セ
ス
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

　
ω
計
画
当
局
の
通
信

　
　
各
単
位
の
純
産
出
量
ξ
1
1
［
ξ
一
…
一
ξ
］
、
（
、
暑
）

　
㈹
各
．
1
単
位
の
通
信

　
　
純
産
出
量
ぎ
1
－
［
§
一
…
ら
ξ
］
、

　
㈹
初
期
ル
ー
ル

　
　
計
画
当
局
は
自
㌧
§
1
1
え
3
（
㌧
£
く
）
を
各
単
位
に
送
る
（
形

　
式
的
に
は
、
⑭
j
は
さ
§
H
ぎ
一
ξ
帆
え
ε
－
に
基
づ
く
後
出
の

　
　
　
　
　
　
9

　
問
題
㈲
一
㈱
の
解
で
あ
る
）
。

㈹
反
応
ル
ー
ル

　
各
．
3
単
位
は
、
純
産
出
割
当
⑫
3
が
達
成
可
能
で
あ
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

（
臼
㌧
、
一
＾
さ
）
、
¢
1
を
計
画
当
局
に
報
告
す
る
（
§
一
、
一
H
e
一
、
一
）
。

　
　
　
　
　
　
｝

　
純
産
出
割
当
！
が
達
成
不
可
能
で
あ
る
と
岩
（
e
一
、
一
＾
さ
）
、

　
　
　
　
　
　
q

各
．
1
単
位
は
〆
を
厳
密
に
下
回
る
領
域
で
任
意
の
有
効
点
パ

　
　
　
　
　
σ
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刮

を
選
ぷ
。
す
な
わ
ち
、

　
s
一
、
一
く
向
㌧
§
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
筍
＼
、
一
＾
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
睾
）

　
S
V
S
＾
、
一
ψ
S
＾
さ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
心
N
）

　
　
冨
）
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
〕

で
あ
る
。
こ
の
／
を
計
函
当
局
に
報
告
す
る
。

　
　
　
　
　
　
μ

㈹
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
ル
ー
ル

　
計
画
当
局
は
各
単
位
か
ら
の
報
告
に
よ
り
、
各
単
位
の
生
産

可
能
領
域
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
。

　
｛
、
一
1
1
｛
、
．
こ
⊃
き
篶
1
、
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
き
一
、
．
む
1
ー
ざ
一
ξ
∀
S
一
、
1
5
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
）

き
ε
．
二
は
、
起
㌧
。
、
、
一
を
厳
密
に
上
回
る
領
域
を
除
い
た
集
合

で
あ
る
（
た
だ
し
、
e
＾
、
ー
二
＾
さ
（
s
＾
、
．
、
一
“
ξ
＾
、
．
、
）
）
の
と

き
に
は
、
さ
一
、
、
↓
、
、
．
、
、
と
す
る
一
。
そ
し
て
、
こ
の
ぴ
を

計
画
問
題
に
1
ω
の
巧
に
置
き
換
え
た
次
の
問
題
を
解
く
。

　
e
＾
さ
§
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ズ
」
6
　
　
（
豊
）

　
　
　
目

　
8
…
M
e
＋
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ざ
）

　
　
、
“
－
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第2図C正emerプ回セス
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s
m
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
（
ミ
）

　
　
q
（
亀
）
↓
昌
芭
嵩
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
0
0
）

　
こ
の
問
題
の
解
ω
1
（
、
」
6
を
各
単
位
に
送
る
。

　
　
　
　
　
　
　
q

　
C
プ
ロ
セ
ス
の
進
行
を
図
示
し
た
の
が
第
2
図
で
あ
る
。
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ス
テ
ヅ
プ
朴
1
I
o
に
お
い
て
、
計
画
当
局
が
期
首
の
知
識
砂
に
基

づ
い
て
パ
を
割
当
て
、
こ
れ
に
対
し
て
．
3
単
位
が
有
効
点
パ
を

　
　
　
σ
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
型

報
告
し
た
と
す
る
。
こ
の
結
果
、
計
画
当
局
の
知
識
は
“
』
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
γ

－
’
へ
と
深
め
ら
れ
る
。
同
様
に
し
て
、
次
の
ス
テ
ヅ
プ
で
は
そ
の

r知
識
は
〆
（
斜
線
部
）
に
ま
で
深
め
ら
れ
る
。

　
　
　
γ

　
以
上
で
定
義
し
た
C
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
も
、
W
プ
ロ
セ
ス
と

全
く
同
様
に
、
㈹
、
㈹
が
成
立
し
、
次
の
補
題
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；

　
補
題
C
－
1
　
目
的
関
数
の
値
q
（
㌧
。
一
）
1
－
q
（
】
由
㌧
、
一
十
§
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
1
1
－

　
は
士
に
つ
い
て
単
調
非
増
加
で
あ
る
。

　
C
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
凸
性
の
仮
定
を
お
く
こ
と
な
く
、

次
の
定
理
が
成
立
す
る
。

　
定
理
C
仮
定
d
の
も
と
で
、
ス
テ
ヅ
プ
数
甘
↓
8
の
と
き
プ

　
ロ
セ
ス
は
大
局
的
最
適
解
に
収
東
す
る
。

　
　
＾
刎
）

　
証
明
　
ざ
一
、
一
｝
（
、
」
6
、
｛
8
一
、
一
｝
の
極
限
を
そ
れ
ぞ
れ
の
（
㌧

　
c
6
、
一
”
と
記
す
。
い
ま
e
伶
さ
と
仮
璋
し
よ
う
。
巧
は
閉

　
集
合
だ
か
ら
、
S
＾
句
o
（
が
は
集
合
F
の
開
核
）
、
向
⊃
さ
1
1
喜

　
で
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
集
含
ア
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
、
十
分
大

　
き
い
む
を
選
べ
ぱ
、
心
㌧
、
一
＾
弓
。
を
い
く
ら
で
も
一
の
に
近
付
け

　
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
十
分
に
一
吻
に
近
い
ル
』
を
選
べ
ば
、
偉
Φ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

　
s
一
、
一
く
倶
㌧
、
一
の
と
き
、
s
一
、
一
く
8
が
成
立
す
る
。
ゆ
え
に
、
㈱
、

　
倒
よ
り
e
＾
さ
一
、
十
、
一
で
あ
る
。
一
方
、
C
プ
ロ
セ
ス
で
も
㈹
が

脳
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成
立
す
る
か
ら
、
叶
V
o
に
つ
い
て
p
＼
、
十
、
一
＾
さ
一
。
、
、
一
n
さ
一
、
、
、
一

　
で
あ
る
。
さ
一
、
十
、
一
は
閉
集
合
だ
か
ら
、
の
は
｛
心
㌧
、
一
｝
の
極
隈

　
と
は
な
り
え
な
い
。
こ
れ
は
矛
盾
だ
か
ら
、
e
仙
さ
で
あ
る
。

　
筍
＾
｝
に
つ
い
て
は
曽
§
＾
｝
お
よ
び
x
が
閉
集
合
で
あ
る
三

　
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
以
上
で
、
の
（
烹
ミ
）
が
計
画
間
題
の
達
成
可
能
解
で
あ

　
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ゆ
え
に
、
q
（
纈
）
帆
q
（
昌
、
）
で
あ
る
。

　
一
方
、
㈹
と
σ
の
連
続
性
と
に
よ
り
、
q
（
割
）
L
ぎ
q
⑤
§
）
w

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
君

　
q
（
s
、
）
だ
か
ら
、
q
（
軸
）
“
q
（
㌔
）
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

　
ス
テ
ッ
プ
数
叶
↓
8
の
と
き
α
ゴ
（
㌧
m
き
は
計
画
問
題
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

　
適
解
に
収
東
す
る
（
証
了
）
。

　
以
上
の
証
明
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
収
束
性
を
保
証
す
る
う
え

で
、
“
ゴ
が
！
を
厳
密
に
下
回
る
と
い
う
反
応
ル
i
ル
の
条
件
臼
①

　
　
砂
　
　
　
q

と
、
邊
㌧
、
一
が
博
㌧
．
、
ε
を
厳
密
に
は
上
回
ら
な
い
と
い
う
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
・
ル
ー
ル
の
条
件
幽
が
重
要
で
あ
る
。

　
C
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
定
理
C
で
示
し
た
よ
う
に
非
凸
の

環
境
の
も
と
で
も
大
局
的
収
束
性
が
保
証
さ
れ
る
。
し
か
し
、

W
プ
ロ
セ
ス
と
同
じ
く
、
任
意
の
ス
テ
ヅ
プ
‘
で
プ
ロ
セ
ス
が
終

了
し
た
と
き
、
計
函
原
案
！
（
、
3
の
達
成
可
能
性
は
必
ず
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

も
保
証
さ
れ
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
w
で
詳
し
く
検
討
す

る
。　

と
こ
ろ
で
、
㈱
、
凶
で
規
定
さ
れ
る
”
に
つ
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
・
ル
ー
ル
の
間
題
㈲
1
㈱
を
解
く
こ
と
は
、
一
見
極
め
て
複
雑

な
計
算
を
要
す
る
よ
う
だ
が
、
実
際
に
は
次
の
特
性
を
利
用
し
て

比
較
的
単
純
に
解
が
得
ら
れ
る
。

　
特
性
C
　
「
ξ
＾
さ
一
、
一
介
v
あ
る
ξ
仙
や
§
に
つ
い
て
ε
帆
ど
」

　
が
成
立
す
る
有
隈
集
合
！
（
、
暑
）
が
存
在
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀

　
証
明
　
さ
一
。
一
1
－
ざ
一
ξ
帆
e
』
一
ε
｝
だ
か
ら
、
叶
1
1
o
の
と
き
b
“
§

”
｛
え
3
－
が
表
記
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
は
明
ら
か
。
い
ま

b
㌧
、
．
、
一
が
存
在
す
る
と
仮
定
し
よ
う
。
こ
の
と
き
、
b
㌧
。
一
1
1

｛
呈
3
m
b
㌧
、
．
．
一
か
つ
ど
∀
S
一
、
1
、
一
、
ま
た
は
3
V
S
一
、
．
、
一
な
る

3
＾
b
㌔
、
、
一
に
つ
い
て
3
1
ー
も
㌧
と
な
る
。
こ
こ
に
、
両
（
討
血
吻
）

は
第
此
成
分
だ
け
が
s
一
、
．
、
一
の
第
石
成
分
に
等
し
く
、
他
の
成

分
が
～
の
対
応
す
る
成
分
に
等
し
い
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
（
も
ミ
ー
1

§
㌧
、
、
、
一
；
ざ
1
1
ざ
（
軋
朴
討
）
）
。
こ
の
！
が
表
記
の
条
件
を
満
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

こ
七
を
示
そ
う
。
（
ψ
）
e
m
さ
一
、
一
の
と
き
、
㈱
よ
り
ξ
＾
さ
一
、
．
、
一

だ
か
ら
、
あ
る
～
＾
b
㌔
．
、
一
に
つ
い
て
ξ
帆
3
で
あ
る
。
こ
こ

で
、
3
〉
s
一
、
．
、
一
な
ら
ぱ
e
，
b
㌧
で
あ
る
。
3
〉
s
一
、
．
、
一
の
と

き
は
、
ξ
＾
さ
♂
ー
二
よ
り
ξ
∀
s
一
、
．
、
一
だ
か
ら
、
あ
る
庇
に
つ

い
て
萬
ミ
帆
§
』
♂
1
、
一
1
1
さ
ミ
、
｛
＊
ぎ
に
つ
い
て
由
ξ
帆
e
ξ
1
1
亀
ξ
が

醐
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成
立
す
る
。
ゆ
え
に
寒
、
や
一
．
一
に
対
し
て
ε
帆
討
ξ
と
な
る
。

（
介
）
あ
る
8
m
b
㌧
。
一
に
つ
い
て
ξ
帆
ξ
と
す
る
。
こ
こ
で
帰

納
法
に
よ
り
、
「
S
＾
さ
一
、
∴
＄
帆
S
ψ
S
＾
さ
一
、
一
」
を
容
易
に
証
明

で
き
る
。
ゆ
え
に
、
ξ
＾
さ
一
、
∴
ξ
仏
3
よ
り
e
＾
さ
一
、
一
で
あ
る

（
証
了
）
。

　
こ
の
特
性
に
よ
り
、
任
意
の
ξ
耐
さ
一
、
一
に
対
し
て
ξ
帆
3
な

る
ξ
＾
や
§
が
存
在
し
、
σ
は
ω
の
単
調
非
減
少
関
数
だ
か
ら
、

　
畠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠

q
（
】
s
＋
§
）
帆
q
（
】
ぎ
十
§
）
が
成
立
す
る
。
e
、
さ
一
、
一
だ
か
ら
、

　
』
一
－
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
■
－
　
　
　
　
　
〕

間
題
閉
1
㈱
の
解
は
有
限
築
合
！
の
元
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

し
た
が
っ
て
、
計
画
当
局
は
以
上
の
証
明
で
示
し
た
手
順
に
よ
っ

て
ω
’
を
構
成
し
、
㈲
に

　
刀
　
　
ε
＾
や
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
き
　
　
（
・
。
｝
、
）

を
置
き
換
え
て
、
問
題
㈲
、
㈱
－
㈱
を
解
け
■
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
計
画
当
局
は
た
か
だ
か
有
隈
個
の
ε
＾
や
§
（
㌧
c
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔

に
つ
い
て
目
的
関
数
の
値
q
（
】
ξ
十
§
）
を
比
較
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
土

よ
り
、
解
ω
j
（
㌧
£
5
を
得
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
）
　
　
σ
＾

　
こ
の
／
を
第
2
図
で
説
明
す
る
と
、
こ
の
図
で
は
や
§
1
1
｛
点

　
　
　
刀

0
ご
b
㌧
、
一
…
｛
点
耳
点
θ
ア
や
一
胆
一
1
－
白
点
耳
点
ノ
点
θ
｝
で
あ

る
。
例
え
ぱ
、
点
刀
に
つ
い
て
は
e
一
。
一
V
喧
㌧
、
一
で
あ
る
か
ら
、
第

一
財
に
つ
い
て
－
3
と
同
水
準
に
下
げ
た
点
J
、
第
二
財
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
砂

〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
’

“
’
と
同
水
準
に
下
げ
た
点
H
が
－
’
に
入
れ
ら
れ
る
。

砂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀

　
1
V
　
プ
ロ
セ
ス
の
検
討

　
一
　
数
量
情
報
の
機
能

　
W
プ
ロ
セ
ス
、
C
プ
ロ
セ
ス
の
ま
ず
第
一
の
特
徴
は
・
計
函
当

局
か
ら
生
産
単
位
に
送
ら
れ
る
通
信
が
数
量
情
報
で
あ
り
、
各
ス

テ
ヅ
プ
、
こ
と
に
計
画
当
局
が
各
単
位
の
投
入
・
産
出
の
割
当
を
行

う
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
条
件
㈲
お
よ
び
包
o
が
示
す
よ
う
に
、

各
単
位
が
代
替
案
を
決
め
る
際
に
、
こ
の
数
量
割
当
は
そ
れ
が
選

ぱ
れ
る
べ
き
領
域
を
指
定
す
る
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
指
針
と
し
て

の
機
能
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
㈲
－
例
と
偉
o
1
㈱
を
比
ぺ
れ
ぱ
明

ら
か
な
よ
う
に
、
若
千
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
両
プ
ロ
セ
ス
は

各
生
産
単
位
が
指
定
さ
れ
た
領
域
の
有
効
点
を
提
案
す
る
と
い
う

点
で
は
共
通
す
る
。
W
プ
ロ
セ
ス
で
は
生
産
可
能
領
域
凸
性
の
仮

定
d
が
お
か
れ
て
い
る
た
め
、
双
対
価
格
“
’
が
存
在
し
、
こ
れ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

計
画
当
局
に
報
告
さ
れ
る
。
生
産
単
位
か
ら
送
ら
れ
る
情
報
に
基

づ
い
て
数
量
割
当
が
逐
次
改
訂
さ
れ
る
と
い
う
の
が
両
プ
ロ
セ
ス

の
基
本
構
造
で
あ
る
が
、
送
ら
れ
て
く
る
情
報
が
異
な
る
た
め
、

計
画
当
局
が
ど
の
よ
う
に
割
当
を
改
訂
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
の
間
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
以
下
で

86
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は
こ
の
点
を
各
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
W
プ
ロ
セ
ス
は
数
量
－
評
価
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
計
画
当
局
は

生
産
単
位
か
ら
送
ら
れ
る
評
価
憎
報
を
も
と
に
数
量
割
当
を
改
訂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
2
）

す
る
。
こ
の
評
価
情
報
の
意
味
内
容
は
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

各
ゴ
単
位
は
、
純
産
出
割
当
ω
3
が
達
成
不
可
能
で
あ
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

（
｛
“
§
＾
さ
）
、
そ
れ
を
「
達
成
」
す
る
た
め
に
あ
る
「
価
格
」
ミ

…
［
曽
、
・
・
ら
ξ
］
、
で
不
足
す
る
財
を
購
入
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
と
想
定
す
る
。
こ
の
追
加
購
入
量
を
“
1
1
［
ξ
一
…
一
ぎ
］
、
で
表

わ
す
と
き
、
各
ゴ
単
位
は
追
加
購
入
費
用
～
、
“
を
最
小
化
す
る

よ
う
に
純
産
出
量
¢
1
を
決
定
す
る
。
こ
れ
を
定
式
化
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
砂

　
　
s
＾
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
s
）

　
　
s
才
、
自
㌧
．
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
～
M
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
曽
）

　
　
§
、
“
↓
昌
貝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竃
）

と
な
る
。
帥
と
ω
か
ら
、
問
題
㈹
－
ω
と
問
題
㈲
1
㈲
が
内
容
的

．
に
等
価
で
あ
り
、
¢
3
が
㈹
式
に
お
け
る
“
’
の
双
対
価
楮
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
π
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
q
　
　
　
〕

こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
－
3
の
第
・
丑
成
分
－
〃
は
、
．
3
単
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π
　
　
　
　
　
　
　
　
π

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

へ
の
・
也
財
純
産
出
割
当
－
”
が
隈
界
的
に
増
加
し
た
と
き
の
追
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

購
入
費
用
の
増
分
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
．
ル

ー
ル
の
条
件
ω
は
．
3
単
位
の
「
追
加
購
入
予
算
制
約
」
を
示
す
も

の
と
み
な
し
う
る
。
計
画
当
局
は
こ
の
予
算
制
約
を
満
た
す
よ
う

に
割
当
を
改
訂
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
c
プ
ロ
セ
ス
は
数
量
－
数
最
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
生
産
単
位
に

よ
る
評
価
を
何
ら
必
要
と
し
な
い
。
W
プ
ロ
セ
ス
を
含
む
従
来
の

数
量
誘
導
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
計
画
当
局
に
よ
る
数
量
割
当
に
対

し
て
各
単
位
が
何
ら
か
の
評
価
を
下
し
、
こ
の
評
価
に
基
づ
い
て

割
当
が
改
訂
さ
れ
る
と
い
う
数
量
－
評
価
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
C
プ
ロ
セ
ス
は
こ
の
点
で
従
来
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
C
プ
ロ
セ
ス
は
経
済
学
的
に

次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。
各
ゴ
単
位
は
純
産
出
割
当
｝
’
が
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

成
不
可
能
で
あ
る
と
き
（
｛
㌧
、
一
＾
さ
）
、
条
件
㈱
が
示
す
よ
う
に
、

す
べ
て
の
財
に
つ
い
て
割
当
を
産
出
な
ら
ぱ
引
き
下
げ
、
投
入
な

ら
ぱ
引
き
上
げ
た
提
案
パ
を
送
り
返
す
。
計
画
当
局
は
、
幽
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

示
す
よ
う
に
、
す
べ
て
の
財
に
つ
い
て
こ
の
提
案
“
’
よ
り
も
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

つ
い
割
当
は
ー
3
単
位
に
と
っ
て
達
成
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
認
識

す
る
。
な
お
、
特
性
C
の
集
合
／
は
、
．
3
単
位
の
生
産
活
動
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

い
て
計
画
当
局
が
有
す
る
有
限
個
の
ブ
ァ
リ
ア
ン
ト
の
集
合
で
あ

る
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
な
か
の
あ
る
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
．
3
単
位

の
提
案
！
よ
り
も
す
べ
て
の
財
に
つ
い
て
き
つ
い
場
合
に
は
、

　
　
　
μ

．
吻
の
定
義
が
示
す
よ
う
に
、
あ
る
一
つ
の
財
に
つ
い
て
が
と
同
水

柳
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準
に
な
る
よ
う
に
こ
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
緩
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

各
単
位
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
の
組
合
わ
せ
の
な
か
か
ら
、
目
的
関
数

　
曽
q
（
】
ξ
十
§
）
の
最
大
値
を
与
え
る
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
選
ば
れ
る

　
』
＾
－

こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
で
、
伝
統
的
ソ
連
型
経
済
の
計
画
化
プ
ロ
セ
ス
を
本
稿
の

モ
デ
ル
分
析
の
枠
組
で
と
ら
え
る
と
、
計
画
当
局
は
最
終
需
要
に

つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
た
数
値
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
各
生
産
単
位
に
産
出
割
当
を
降
ろ
す
。
各
単

位
は
こ
れ
を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
投
入
申
請
を
行
う
。
そ
し
て
、

各
財
の
需
給
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
斉
合
性
が
得
ら
れ
る
ま
で
、

こ
の
産
出
割
当
－
投
入
申
請
の
イ
タ
レ
ー
シ
冒
ン
が
繰
返
さ
れ
る

わ
け
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
と
C
プ
ロ
セ
ス
と
を
比
べ
る
と
、

前
者
で
は
最
終
需
要
が
明
示
化
さ
れ
な
い
何
ら
か
の
選
好
に
基
づ

い
て
外
生
的
に
決
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
目
的
関
数
が

明
示
的
に
導
入
さ
れ
、
そ
の
最
適
化
が
行
わ
れ
る
と
い
う
点
に
本

質
的
な
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
、
C
プ
ロ
セ
ス
で
こ
の
最
適
化
に

関
わ
る
操
作
を
行
う
の
は
計
画
当
局
で
あ
り
、
各
単
位
は
降
ろ
さ

れ
た
割
当
に
対
し
て
達
成
可
能
な
代
替
案
を
提
示
す
る
だ
け
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
生
産
単
位
が
何
ら
の
評
価
を
行
わ
な
い
た
め
、

伝
統
的
ソ
連
型
プ
ロ
セ
ス
と
C
プ
ロ
セ
ス
と
の
間
に
一
定
の
共
通

第3図 Malinvandプロセス

、ωp
〕op

〕“p

jωp

：1‘
』型

〕o」
』〃

〕〃亙λ
注〕 乃一0月λ0
乃‘蜆一0月C刀0

篶u，一0E戸C1）0
η2」0EFG〃0（斜線部

”〃

A
亙
　
　
刀

性
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
－

　
二
　
「
外
側
か
ら
」
の
接
近

　
従
来
の
M
プ
ロ
セ
ス
、
H
プ
ロ
セ
ス
な
ど
に
お
い
て
は
、
計
画

当
局
が
各
生
産
単
位
の
生
産
可
能
領
域
の
「
内
側
か
ら
」
解
に
接

近
し
た
が
、
W
プ
ロ
セ
ス
、
C
プ
ロ
セ
ス
は
、
そ
れ
に
「
外
側
か

88
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ら
L
接
近
す
る
と
い
う
点
に
際
立
っ
た
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
第

3
図
に
M
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
計
画
当
局
が
ゴ
単
位
の
生
産
可
能

領
域
に
つ
い
て
の
知
識
を
ど
の
よ
う
に
深
め
て
い
く
の
か
を
図
示

し
た
が
、
こ
れ
を
第
－
図
、
第
2
図
と
比
較
す
れ
ぱ
、
生
産
可
能

領
域
の
内
側
か
ら
の
接
近
と
外
側
か
ら
の
接
近
と
の
対
照
が
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
ど
ち
ら
の
接
近
法
に
お
い
て
も
、
計
画
当
局
は
情

報
交
換
を
通
じ
て
各
単
位
の
生
産
可
能
領
域
の
特
定
の
部
分
に
つ

い
て
次
第
に
正
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
よ
う
に
な
る
が
、
内
側
か

ら
の
接
近
法
に
お
い
て
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
産
可
能
領
域
の
内

側
か
ら
形
成
さ
れ
、
外
側
か
ら
の
接
近
法
に
お
い
て
は
そ
れ
が
そ

の
外
側
か
ら
形
成
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
対
照
的
接
近
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
解

釈
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
内
側
か
ら
の
接
近
法
は
、
計
画

当
局
が
各
単
位
の
生
産
可
能
性
に
つ
い
て
悲
観
的
で
慎
重
な
見
方

を
す
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
に
対
し
、
外
側
か
ら
の
接
近
法
は
、
逆

に
計
画
当
局
が
楽
観
的
、
野
心
的
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
実
際
、

伝
統
的
ソ
連
型
経
済
に
お
い
て
は
、
計
画
当
局
が
野
心
的
で
き
つ

い
割
当
を
生
産
企
業
に
降
ろ
す
傾
向
が
あ
り
、
「
カ
ウ
ン
タ
ー
・

プ
ラ
ニ
ン
グ
（
8
冒
註
・
せ
竃
邑
自
O
q
）
」
の
な
か
で
企
業
が
こ
れ
を

い
く
ら
か
で
も
緩
め
さ
せ
て
、
現
実
的
な
も
の
に
近
付
け
よ
う
と

　
　
　
　
〔
銅
〕

努
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
W
プ
ロ
セ
ス
、
C
プ
ロ
セ
ス
は
こ

の
よ
う
な
過
程
の
理
想
的
モ
デ
ル
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。

　
三
　
達
成
可
能
性
と
逐
次
改
良
性

　
L
A
H
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の
初
期
の
研
究
に
お
い
て
は
、
イ
タ
レ

ー
シ
ヨ
ン
を
無
隈
回
繰
返
し
た
と
き
の
解
の
特
性
が
プ
ロ
セ
ス
を

評
価
す
る
際
の
基
準
と
さ
れ
て
い
た
が
、
マ
ラ
ン
ヴ
ォ
ー
は
現
実

的
観
点
か
ら
イ
タ
レ
ー
シ
ヨ
ン
が
有
隈
回
で
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と

を
想
定
し
、
そ
の
と
き
の
解
の
特
性
を
も
プ
ロ
セ
ス
の
評
価
基
準

に
加
え
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
す
な
わ
ち
、
任
意
の
ス
テ
ヅ
プ
で

イ
タ
レ
ー
シ
目
ン
が
打
ち
切
ら
れ
た
と
き
達
成
可
能
な
「
計
画
」

が
得
ら
れ
る
と
い
う
「
達
成
可
能
性
」
と
、
イ
タ
レ
ー
シ
目
ン
を

繰
返
す
に
つ
れ
て
達
成
可
能
な
「
計
画
」
が
単
調
的
に
改
良
さ
れ

る
（
q
（
s
一
、
ゾ
、
一
）
帆
q
（
曽
一
。
一
）
）
と
い
う
「
逐
次
改
良
性
」
の
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
以
〕

評
価
基
準
が
そ
れ
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
特
性

を
有
す
る
代
表
的
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
M
プ
ロ
セ
ス
、
H
プ
ロ
セ

ス
な
ど
が
あ
る
’

　
し
か
し
、
W
プ
ロ
セ
ス
、
C
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
皿
で
示
し

た
よ
う
に
達
成
可
能
性
は
保
証
さ
れ
ず
、
イ
タ
レ
ー
シ
冒
ン
を
繰

返
す
に
つ
れ
て
目
的
関
数
の
値
は
単
調
に
低
下
す
る
（
q
（
㌔
。
．
、
一
）

w
q
（
曽
一
、
一
）
）
。
こ
れ
は
、
両
プ
ロ
セ
ス
が
各
単
位
の
生
産
可
能
領

89
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域
の
外
側
か
ら
解
に
接
近
す
る
こ
と
の
必
然
的
帰
結
で
あ
る
。
言
・

い
換
え
れ
ぱ
、
マ
ラ
ン
ヴ
オ
ー
と
は
正
反
対
に
、
達
成
不
可
能
性

と
逐
次
非
改
良
性
と
を
主
要
な
柱
と
し
て
プ
ロ
セ
ス
が
設
計
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
マ
ラ
ン
ヴ
ォ
ー
基
準
が

満
た
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
両
プ
ロ
セ
ス
の
重
大
な
欠
陥
と
み
な
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
は
じ
め
に
、
達
成
可
能
性
と
い
う
特
性
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る

こ
と
の
意
味
を
明
確
に
し
て
お
こ
う
。
本
稿
で
は
、
「
計
画
」
と

は
区
別
さ
れ
る
「
計
画
原
案
」
と
い
う
概
念
を
導
入
し
、
「
決
定

ル
ー
ル
」
は
「
計
画
原
案
」
を
作
成
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る
と
定
義

し
た
。
こ
の
よ
う
な
定
義
の
意
図
は
、
ど
の
よ
う
な
ブ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
も
最
終
的
に
は
達
成
可
能
な
「
計
画
」
を
作
成
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
が
、
「
計
画
原
案
」
が
達
成
可
能
で
な
い
と
き
に
達

成
可
能
な
「
計
画
」
を
作
成
す
る
た
め
の
操
作
は
プ
ロ
セ
ス
外
の

追
加
的
な
操
作
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
コ
ス
ト
ー
実
現
コ
ス
ト

（
鳥
豊
墨
さ
昌
8
阻
）
と
呼
ぼ
う
1
は
プ
ロ
セ
ス
外
の
余
分
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
筆

費
用
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

達
成
可
能
性
と
い
う
特
性
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
の
は
、
プ
ロ
セ

ス
内
で
達
成
可
能
な
「
計
画
原
案
」
が
得
ら
れ
、
実
現
コ
ス
ト
が

掛
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
W
プ
ロ
セ
ス
、
C
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
ど
の
程

度
の
実
現
コ
ス
ト
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
次
に
検
討
す

る
。
両
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
ス
テ
ヅ
プ
数
‘
に
つ
い
て
あ
る

ぐ
帆
ス
㌧
＾
き
が
存
在
し
て
、

　
　
畠

　
　
】
S
一
。
、
一
十
S
1
1
曽
＾
N

が
成
坑
す
る
と
き
、
次
の
よ
う
な
操
作
に
よ
り
達
成
可
能
な
「
計

画
」
が
得
ら
れ
る
。

　
ま
ず
W
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
〃
．
ル
ー
ル
の

ω
に
次
の
㈱
を
置
き
換
え
た
問
題
㈱
、
㈲
1
㈹
の
解
が
（
烹
き

を
求
め
る
。

　
　
ξ
＾
ざ
一
、
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
（
㌧
£
く
）
　
　
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
1
－

　
　
ざ
一
、
、
1
1
｛
ξ
一
ξ
u
】
く
，
、
S
一
、
、
し
㌧
、
、
W
〇
一
】
と
、
、
、
u
午

　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
－
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
1
1
o

ω
1
は
ゴ
単
位
か
ら
送
ら
れ
た
有
効
点
の
凸
結
合
か
ら
成
る
集
合

＾
yで
あ
り
、
巧
は
凸
集
合
だ
か
ら
、

　
　
き
一
、
一
＾
押
一
。
一
n
さ
　
　
　
　
　
　
　
（
㌧
m
掌
）

と
な
り
、
戸
（
、
き
の
達
成
可
能
性
が
保
証
さ
れ
る
。

　
　
　
　
’
o
』

　
C
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
ル
ー
ル
の
㈲
に

次
の
帥
を
置
き
換
え
た
問
題
㈱
、
㈱
1
㈱
の
解
”
”
（
、
幸
）
を
求

め
る
。

　
　
ξ
＾
さ
一
。
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
＾
ミ
）
　
（
宝
）
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さ
一
、
一
H
｛
s
一
。
一
ら
㌧
、
一
一
…
一
ぎ
一
。
．
．
一
－
－

η
は
．
3
単
位
か
ら
送
ら
れ
た
有
効
点
の
集
合
だ
か
ら
、
明
ら
か
に
、

　
　
竺
。
“
｛
、
一
n
さ
　
　
　
　
（
、
き

と
な
り
、
パ
ω
（
㌧
c
く
）
の
達
成
可
能
性
が
保
証
さ
れ
る
。

　
以
上
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
結
論
で
き
よ
う
。
確
か
に
、
W
プ

ロ
セ
ス
、
C
プ
ロ
セ
ス
で
は
達
成
可
能
な
「
計
画
」
を
得
る
た
め

に
追
加
的
操
作
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
操
作
は
、
例

え
ぱ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
ル
ー
ル
と
比
べ
て
も
そ
れ
ほ
ど
複
雑
で
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
実
現
コ
ス
ト
が
そ
れ
ほ
ど
高
い
と
は
思
わ
れ

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
両
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
達
成
可
能
性
が
保

証
さ
れ
ず
、
そ
れ
に
伴
っ
て
逐
次
改
良
性
も
保
証
さ
れ
な
い
こ
と

は
そ
れ
ほ
ど
重
大
な
欠
陥
で
は
な
い
と
判
断
し
う
る
。

　
四
　
「
惰
報
的
分
権
化
」
と
情
報
の
記
憶

　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
．
ル
ー
ル
を
み
れ
ぱ
明
ら
か
な
よ
う
に
、
W
プ

ロ
セ
ス
、
C
プ
ロ
セ
ス
に
共
通
す
る
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
各
単

位
か
ら
送
ら
れ
た
通
信
す
べ
て
を
計
画
当
局
が
記
憶
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
（
こ
の
点
は
M
プ
ロ
セ
ス
に
も
共
通
す

る
）
。
C
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
特
に
大
き
い
記
憶
容
量
が
必
要

と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
計
画
当
局
が
各
プ
単
位
に
つ
い
て
記
憶
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
ヴ
ァ
リ
ァ
ン
ト
の
数
“
集
合
ω
j
の
元
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀

が
イ
タ
レ
ー
シ
目
ン
を
繰
返
す
に
つ
れ
て
著
し
＜
増
え
る
た
め
で

あ
る
い
す
套
ち
、
卯
の
麓
が
示
す
よ
う
に
、
ゴ
単
位
か
ら
の

通
信
ψ
”
に
対
し
て
あ
る
3
m
b
㌧
、
、
が
s
一
。
一
く
3
と
な
る
な
ら

ぱ
、
。
個
（
∫
は
財
の
数
）
の
ヴ
ア
リ
ァ
ン
ト
一
灼
（
申
＾
⑦
）
が
作

ら
れ
る
が
、
ξ
一
、
、
伶
さ
で
あ
る
隈
り
、
こ
の
ξ
一
。
、
＾
b
㌧
、
、
に
つ

い
て
は
S
一
、
一
く
邊
㌧
、
一
だ
か
ら
、
各
イ
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
，
こ
と
に
少

な
く
と
も
新
た
に
∫
個
の
ヴ
ァ
リ
ァ
ン
ト
が
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
計
画
当
局
に
よ
る
記
憶
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
両
プ
ロ
セ
ス
に

共
通
す
る
特
徴
は
、
「
情
報
的
分
権
化
（
ぎ
申
O
・
昌
黒
｛
O
量
－
忌
8
津
－

、
顯
－
、
芭
庄
。
目
）
」
と
の
関
係
で
無
視
で
き
な
い
間
題
を
は
ら
ん
で
い

る
。
情
報
的
分
権
化
の
意
味
内
容
の
核
心
を
成
す
の
は
「
プ
ヲ
イ

バ
シ
ー
（
勺
、
才
印
。
｝
）
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
こ
の
「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
」
と
は
、
計
画
当
局
を
含
む
各
単
位
が
、
情
報
交
換
で
得
た

情
報
の
他
は
、
自
己
に
関
す
る
与
件
情
報
の
み
に
基
づ
い
て
通
信

を
決
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
言
い
換
え
れ
ぱ
、
計
画
化
の
初

期
時
点
に
お
け
る
与
件
情
報
の
分
散
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
各

単
位
は
、
他
の
単
位
に
関
し
て
は
情
報
交
換
に
よ
っ
て
得
た
隈
ら

れ
た
知
識
し
か
も
た
な
い
状
態
で
、
通
信
を
決
定
す
る
わ
け
で
あ

る
。
二
階
層
モ
デ
ル
に
特
定
化
さ
れ
な
い
一
般
的
な
枠
組
の
も
と

で
は
、
こ
の
概
念
は
数
学
的
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
（
以
下
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で
は
、
暑
H
亘
一
し
一
：
・
一
己
と
し
、
添
字
0
は
計
画
当
局
を
示

　
　
＾
2
6
）

す
と
す
る
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
ミ
一
、
一
1
1
さ
（
§
一
。
∴
§
一
。
一
一
…
一
§
一
、
1
、
一
一
も
（
㌧
C
6
　
（
畠
）

こ
こ
に
、

　
　
ω
ー
　
ス
テ
ヅ
プ
‘
に
お
け
る
ゴ
単
位
の
通
信
、
§
一
、
一
1
1

　
　
…
…

　
　
　
　
（
§
〇
一
、
一
一
§
一
一
、
∴
…
一
§
畠
一
。
一
）
、

　
　
乃
．
1
単
位
の
反
応
ル
ー
ル
、

　
　
勾
ゴ
単
位
の
与
件
情
報
。

　
㈱
は
交
換
さ
れ
た
通
信
す
べ
て
の
記
憶
を
許
容
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
特
殊
ケ
ー
ス
と
み
な
し
う
る
の
が
、

　
　
ミ
一
、
一
1
－
き
（
§
一
、
．
、
一
一
ε
）
　
　
　
　
　
（
㌧
＾
」
6
　
　
（
ぎ
）

と
な
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
㈱
は
㈲
と
比
べ
て
情
報
的
分
権
化
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蜥
）

い
う
考
え
方
に
一
層
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠

は
、
第
一
に
、
鯛
の
場
合
各
単
位
が
他
の
単
位
に
関
し
て
結
果
的

に
極
め
て
大
量
の
知
識
を
も
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
㈲
の
場
合
は
㈱
と
比
べ
て
憎
報
処
理

の
操
作
が
著
し
く
複
雑
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
情

報
的
分
権
化
と
い
う
考
え
方
の
背
景
に
は
、
中
央
計
画
機
関
に
経

済
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
集
中
す
る
完
全
集
権
的
計
画
化
は
、

中
央
機
関
の
情
報
処
理
能
カ
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
不
可

能
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
情
報
的
分
権
化
　
鵬

の
観
点
か
ら
㈱
の
ケ
ー
ス
が
㈲
よ
り
も
望
ま
し
い
、
一
と
は
明
白
で

あ
る
。
実
際
、
ハ
ー
ヴ
ィ
ヅ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
新
古
典
派
経
済

シ
ス
テ
ム
論
研
究
者
は
、
情
報
的
に
分
権
化
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎎
）

は
㈱
の
型
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
規
定
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
W
プ
ロ
セ
ス
、
C
プ
ロ
セ
ス

は
、
計
画
当
局
が
す
べ
て
の
通
信
を
記
憶
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
る
㈲
の
型
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
情
報
的
分
櫓

化
と
い
う
点
で
こ
こ
に
両
プ
ロ
セ
ス
の
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
と

い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
に
述
べ
る
X
．
カ
ル

サ
ミ
グ
リ
ア
の
所
説
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
カ
ル
サ
ミ
グ
リ
ァ
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
ヅ
ツ
、
K
．
マ
ウ
ン
ト
ー
－
S
．

ラ
イ
タ
ー
ら
の
研
究
を
受
け
継
い
で
、
各
単
位
の
発
す
る
通
信
が
・

も
は
や
何
ら
調
整
さ
れ
な
く
な
る
均
衡
状
態
、
す
な
わ
ち
§
”

（
§
自
－
§
ご
：
・
－
§
自
）
に
つ
い
て
、

　
　
劃
㌧
H
さ
（
§
一
も
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㌧
＾
宅
）
　
　
（
等
）

が
成
立
す
る
状
態
の
静
学
的
特
性
を
分
析
し
た
（
こ
こ
で
一
仰
（
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
四
）

』
6
は
有
隈
次
元
の
ユ
ー
ク
リ
ヅ
ド
空
間
の
一
点
で
あ
る
）
。
そ

し
て
、
非
凸
の
環
境
の
も
と
で
は
、
帥
を
満
た
し
、
し
た
が
っ
て
、
，

㈱
で
規
定
さ
れ
る
憎
報
的
分
権
化
の
要
件
を
満
た
し
、
そ
の
解
が
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大
局
的
最
適
解
で
あ
る
よ
う
な
計
画
化
プ
回
セ
ス
は
存
在
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
）

こ
と
を
厳
密
に
証
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
述
ぺ
た
よ
う
に
、
非
凸
の
環
境
の
も
と
で
も
大
局
的

収
束
性
を
保
証
さ
せ
る
と
い
う
模
索
プ
ロ
セ
ス
以
来
の
未
解
決
の

問
魑
は
、
C
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
。
確
か
に
、
カ
ル

サ
、
、
、
グ
リ
ア
の
命
魍
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
は
情
報
的
分
権
化
の

要
件
を
㈱
か
ら
㈲
に
緩
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
。
し
か

し
、
非
凸
環
境
で
の
大
局
的
収
束
性
と
い
う
メ
リ
ヅ
ト
の
大
き
さ

を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
計
画
当
局
が
す
べ
て
の
通
信
を
記
憶
す
る

こ
と
の
必
要
性
は
（
そ
し
て
、
C
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
特
に
大
き

い
記
憶
容
量
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
）
、
そ
の
た
め
の
代
償
と

し
て
受
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

V
　
結
ぴ
に
か
え
て

　
本
稿
で
は
、
「
外
側
か
ら
」
接
近
す
る
数
量
誘
導
的
計
画
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
あ
る
W
プ
ロ
セ
ス
、
C
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
の
意
味
内
容
を
考
察
し
、
達
成
可
能
性
が
保
証
さ
れ
な
い

点
や
、
計
画
当
局
に
よ
る
記
憶
が
必
要
と
さ
れ
る
点
な
ど
を
検
討

し
て
き
た
。
残
さ
れ
た
重
要
な
問
通
の
一
つ
は
収
東
速
度
の
問
魍

で
あ
る
。
こ
の
両
プ
ロ
セ
ス
を
含
め
て
い
ず
れ
の
計
画
化
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
も
収
束
遠
度
は
遅
い
と
言
わ
れ
て
い
る
（
付
録
参

照
）
。
し
か
し
、
こ
の
両
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
反
応
ル
ー
ル
の

解
が
一
意
に
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
特
性
が
、
収
束
を
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
）

め
る
う
え
で
有
効
に
利
用
さ
れ
う
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

収
束
の
早
さ
は
、
各
単
位
が
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
に
従
っ
て
有
効

点
を
選
ぶ
の
か
と
い
う
こ
と
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
当
然
な

が
ら
、
各
ス
テ
ヅ
プ
ご
と
に
各
単
位
が
複
数
の
有
効
点
を
計
画
当

局
に
送
れ
ぱ
、
収
束
は
早
ま
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
際
計
画
当
局
が

付
随
的
に
何
ら
か
の
情
報
を
流
し
て
、
各
単
位
に
よ
る
有
効
点
の

選
び
方
を
規
制
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
突
き
詰
め

て
検
討
す
れ
ば
、
コ
ル
ナ
ィ
型
の
昌
竃
－
目
竃
巨
篶
計
画
化
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
脱
〕

セ
ス
の
構
築
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
W
プ
ロ
セ

ス
、
C
プ
ロ
セ
ス
に
改
良
を
加
え
て
そ
の
収
東
遠
度
を
早
め
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
目
ン
を
通
じ
て
様
々
な
プ
ロ
セ

ス
の
収
束
速
度
を
比
較
す
る
こ
と
な
ど
は
、
筆
者
自
身
の
今
後
の

　
　
　
　
＾
鎚
）

課
題
と
し
た
い
。

　
も
う
一
つ
の
残
さ
れ
た
問
題
は
、
計
画
を
各
単
位
に
実
行
さ
せ

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
報
酬
体
系
を
設
定
す
れ
ぱ
よ
い
か
と
い
う

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
各
単

位
に
よ
る
惰
報
の
歪
曲
に
も
関
連
す
る
こ
と
か
ら
、
計
画
化
プ
ロ

93
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篶

α

第4図 モデルの投入・産出関係

γ

K

（Z＝10）

x

α

セ
ス
を
考
察
す
る
際
に
本
来
並
行
し
て
検
討
す
べ
き
間
題
で
あ
ろ

う
が
、
本
稿
で
は
全
く
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

そ
も
そ
も
組
織
の
目
的
を
ど
の
よ
う
に
決
定
す
る
の
か
と
い
う
間

題
に
も
関
係
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
検
討
も
別
の
機
会
に
譲

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
〔
付
録
　
ク
レ
マ
一
1
・
プ
ロ
セ
ス
の
数
値
例
〕

　
二
財
（
本
源
財
と
最
終
財
）
－
二
生
産
単
位
モ
デ
ル
で
行
ウ
た

C
プ
ロ
セ
ス
の
数
値
例
を
示
そ
う
。
ゴ
単
位
の
本
源
財
投
入
量
、

最
終
財
産
出
量
を
そ
れ
ぞ
れ
巧
、
巧
（
、
m
－
し
）
、
本
源
財
期
首
ス

ト
ッ
ク
を
Z
（
－
1
1
H
o
）
で
表
わ
す
と
き
、
こ
こ
で
の
計
画
問
題
は

次
の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ
る
。

　
　
　
　
H
　
旧

　
　
5
1
I
I
卜
＝

　
　
　
　
旨
｝

　
　
5
1
1
ω
ト
ご

　
　
ト
ー
十
卜
｝
帆
■

　
　
、
“
‘
十
5
↓
昌
曹
■
．

縦
軸
に
最
終
財
産
出
量
を
取
り
、
横
軸
に
第
一
単
位
の
本
源
財
投

入
量
を
0
ー
か
ら
右
に
、
第
二
単
位
の
そ
れ
を
α
か
ら
左
に
取
る
と

第
4
図
を
得
る
。
す
な
わ
ち
、
（
大
局
的
）
最
適
解
は
㌻
…
P

ざ
1
1
α
’
饒
一
卜
旧
1
1
一
一
5
1
1
ω
で
あ
る
（
N
1
－
ρ
富
）
。

　
三
〇
回
の
イ
タ
レ
ー
シ
冒
ン
を
行
っ
た
結
果
の
一
例
を
第
一
表

　
　
　
（
洲
〕

に
示
し
た
。
こ
の
表
か
ら
、
ω
目
的
関
数
の
値
r
は
単
調
非
増
加

で
あ
る
、
②
各
ス
テ
ヅ
プ
ご
と
の
解
の
変
動
が
大
き
い
、
㈹
三
〇

回
の
イ
タ
レ
ー
シ
冒
ン
を
行
っ
て
も
な
お
最
適
解
と
の
乖
離
が
大

き
い
、
な
ど
の
点
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

r¥ 1~ 
2 l 
v ¥J 
〔
1
〕
、

〔
1
3
〕

〔
1
3
〕
参
照
。

勺
o
1
8
㎞
1
8
N
・

眺
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~~t~~j~~~~~~~o~~~:~~~~n~l~f ~1 fl ;~ = ;~ A 

~~1~~ Cremer /'~z;~e)~:4~~~ji 

L1 Y1 La Y2 Y
 

o
 
0,000 8.340 0,000 9.490 17.830 

1
 
6.002 8.340 0.000 6,002 14.342 

2
 
0.000 3,002 4.002 9.490 12.492 

3
 
8.403 8.340 0.000 3.796 12.136 

4
 
6.002 5.884 l.601 6.002 l I .886 

5
 
8.403 7.306 0.640 3.796 ll.102 

6
 
9.363 8.340 0,000 2.400 10.740 

7
 
7.442 5.884 1.601 4.801 10.686 

8
 
6.002 4.616 2.561 6.002 l0.618 

9
 
3.601 3,002 4.002 7.592 l0.594 

lO 0.000 l.080 6.404 9.490 10.570 

ll 8.403 6.719 l.024 3,796 10.5 15 

12 8.979 7.306 0.640 3.036 10.343 

13 9.363 7.918 0.256 2.400 l0.319 

14 8.403 6.378 l.255 3.796 l0.174 

15 7.442 5.358 1.985 4.801 l0.160 

16 8.019 5.884 1.601 4.227 10.111 

17 8.979 7.068 0.794 3.036 10.105 

18 8.749 6.719 l.024 3.361 l0.080 

19 9.363 7.670 0.409 2.400 l0.071 

20 9.210 7.306 0.640 2.673 9.980 

21 8.403 6.178 l.393 3.796 9.974 

22 8.979 6.927 0.886 3.036 9.964 

23 8.749 6.582 l,ll6 3.361 9.943 

24 6,002 3.929 3.138 6.002 9.93 l 

25 6.866 4.616 2.561 5.314 9.930 

26 9.363 7.524 0.502 2.400 9.924 

27 8.610 6.378 l.255 3.541 9.920 

28 8.019 5.671 l.754 4.227 9.898 

29 9.ll7 7.068 o.794 2.824 9.893 

30 8.887 6.719 l.024 3.170 9.889 
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橘論叢　第91巻　第1号　（96）

（
1
4
）
　
後
出
の
但
劃
式
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
“
1
に
つ
い
て
は
計
画
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
局
は
内
積
～
§
、
§
§
が
わ
か
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で

　
注
意
す
ぺ
き
こ
と
は
、
〃
の
選
択
は
各
．
1
単
位
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
反
応
ル
ー
ル
に
よ
り
“
’
、
“
1
が
一
意
に
定
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
π

　
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
1
5
）
　
〔
∬
〕
、
吊
．
零
－
㎞
o
o
l

（
1
6
）
　
〔
∬
〕
、
勺
．
＄
－
8
．

（
1
7
）
　
証
明
は
〔
1
5
〕
勺
や
8
－
雪
。

（
1
8
）
　
〔
4
〕
で
は
、
「
計
画
当
局
は
、
各
．
3
単
位
の
最
適
解
ぴ
（
、
峯
）
に

　
つ
い
て
、
§
。
帆
ξ
§
で
あ
る
と
い
う
知
識
を
有
す
る
」
と
い
う
仮

　
定
が
お
か
れ
て
い
る
。
W
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
、
仮
定
d
の
代
わ

　
り
に
こ
の
仮
定
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
仮
定
は
仮
定
d
と

　
比
ぺ
て
計
画
当
局
の
よ
り
正
確
な
知
識
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
こ

　
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
本
稿
で
は
W
プ
ロ
セ
ス
、
C
プ
ロ
セ
ス
と
も

　
に
仮
定
d
を
採
用
し
た
。
な
お
、
C
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
厳
密
に
は
、

　
き
1
－
ε
一
ξ
帆
3
§
ら
二
さ
。
｝
（
η
は
η
の
開
核
）
が
有
界
で
あ
る

　
こ
と
が
仮
定
さ
れ
る
。

（
1
9
）
　
条
件
⑫
O
に
つ
い
て
厳
密
に
は
、
ベ
ク
ト
ル
（
喧
㌧
、
一
－
ミ
§
）
の

　
ど
の
成
分
も
他
の
成
分
よ
り
早
く
ゼ
可
に
収
東
し
な
い
こ
と
が
要
求

　
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
数
挙
的
に
は
、
す
ぺ
て
の
h
w
o
に
つ
い
て
ベ

　
ク
ト
ル
（
ξ
一
、
一
1
§
一
。
一
）
が
池
、
、
。
u
室
博
V
o
－
の
閉
部
分
集
合
に

　
属
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
有
効
点
の
定
義
は
通
常

　
の
定
義
よ
り
も
広
い
。
条
件
勉
と
例
を
比
較
せ
よ
。

（
2
0
）
　
W
プ
ロ
セ
ス
と
同
様
に
、
反
応
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
ω
3
が
一
意
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
2
1
）
　
こ
こ
で
は
証
明
の
要
旨
の
み
を
示
し
た
。
詳
し
く
は
〔
4
〕
O
O
、

　
ご
ま
I
N
参
照
。

（
2
2
）
　
〔
b
〕
や
伽
o
o
－

（
2
3
）
　
ソ
連
に
お
い
て
は
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
（
一
九
二
八
－
三
二

　
年
）
に
、
上
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
計
画
草
案
に
対
し
て
企
業
が
自
ら
設

　
定
し
た
、
そ
れ
よ
り
も
き
つ
い
計
画
が
「
呼
応
計
画
（
害
宅
2
亭
善

　
…
豊
）
」
と
呼
ぼ
れ
た
。
そ
し
て
、
特
に
第
九
次
五
カ
年
計
画
期

　
（
一
九
七
一
－
七
五
年
）
以
降
、
い
わ
ゆ
る
「
牡
会
主
義
競
争
」
と

　
連
動
し
て
こ
の
呼
応
計
画
が
復
活
さ
れ
、
大
々
的
に
広
め
ら
れ
て
い

　
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
の
カ
ウ
ン
タ
ー
・
プ
ラ
ニ
ン
グ
は
こ
の
意
味

　
で
は
な
い
（
〔
1
5
〕
、
■
呂
参
照
）
。

（
2
4
）
　
〔
1
3
〕
弓
ラ
H
ミ
ー
o
。
．
ま
た
、
〔
1
8
〕
電
・
o
．
N
－
o
．
o
も
参
照
。

（
2
5
）
　
〔
9
〕
り
．
o
。
舳
参
照
。

（
2
6
）
　
〔
9
〕
o
や
8
1
睾
参
照
。
な
お
、
§
㌧
§
（
㌧
＾
考
）
は
8
次

　
元
（
あ
る
い
は
、
た
か
だ
か
有
限
次
元
）
の
ユ
ー
ク
リ
ヅ
ド
空
間
の

　
一
点
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
η
）
　
〔
9
〕
勺
o
．
o
。
ω
1
o
o
阜
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
2
8
）
　
例
え
ぱ
、
〔
8
〕
勺
勺
・
賞
1
ま
・

（
2
9
）
　
〔
8
〕
、
〔
1
4
〕
、
〔
2
〕
参
照
。

（
3
0
）
　
〔
2
〕
や
ミ
o
定
理
1
。

（
3
1
）
　
注
（
〃
）
、
（
2
0
）
参
照
。

（
3
2
）
　
〔
1
1
〕
参
照
。

（
3
3
）
　
本
稿
の
基
本
的
前
提
ω
を
は
ず
し
て
、
集
計
－
分
計
手
続
き
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（97）　社会主義経済の数量誘導的計画メカニズム

　
　
（
〔
2
1
〕
参
照
）
と
の
縞
合
を
は
か
る
こ
と
も
極
め
て
興
味
深
い
テ
ー

　
　
マ
で
あ
る
。

（
3
4
）
　
各
単
位
に
よ
る
有
効
点
の
選
ぴ
方
を
様
々
に
変
え
て
シ
ミ
ュ
レ

　
　
ー
シ
目
ン
を
行
い
、
そ
の
中
か
ら
比
較
的
望
ま
し
い
解
が
得
ら
れ
た

　
　
例
を
第
一
表
に
示
し
た
。

　
　
　
　
　
参
考
文
献

〔
1
〕
旨
8
き
戸
－
彗
創
r
｝
冒
『
色
o
“
、
b
8
雪
庁
冨
旨
雷
匡
昌

　
匝
目
O
　
O
O
旨
－
勺
一
鼻
與
匡
O
目
　
－
目
　
宛
o
蜆
O
自
『
o
血
　
＞
昌
o
o
顯
庄
o
目
－
二
　
－
目
　
宛
．
　
’
く
一

　
｝
ぎ
自
亘
＆
二
向
竃
ミ
㎞
ぎ
曽
o
s
o
§
雲
§
匙
向
s
§
ミ
ミ
8
一

　
〇
＝
纈
勺
9
曽
－
卜
　
H
o
α
o
■

〔
2
〕
O
音
暮
哩
P
×
二
．
、
U
§
尋
豊
墨
o
雰
8
…
。
彗
8
註
昌

　
彗
o
旨
o
篶
邑
轟
射
o
g
冒
閉
－
．
、
㌧
§
§
ミ
県
昏
o
§
§
o
§
§
ミ
一

　
　
宝
（
6
ミ
）
．

〔
3
〕
O
睾
9
声
彗
ρ
市
．
｝
胃
9
」
“
ミ
§
§
雨
』
意
§
§
ざ
餉
、
o

　
要
o
§
ミ
o
ミ
§
ミ
素
一
■
昌
ρ
昌
彗
q
田
鶉
巨
o
目
黒
o
冨
し
湯
一
．

〔
4
〕
O
篶
昌
實
一
』
二
、
＞
む
轟
註
｛
－
一
量
暮
ξ
≧
。
・
o
・
旨
竃
｛
冒

　
里
竃
邑
奏
冒
ぽ
二
昌
冨
農
｝
自
O
q
内
9
胃
冨
ε
ω
O
巴
9
、
向
S
§
ミ
ミ
・

　
§
む
（
ω
o
写
岩
ミ
）
．

〔
5
〕
　
O
『
9
自
Φ
『
－
－
二
　
、
＞
O
o
目
目
δ
目
甘
o
目
－
）
o
o
o
目
一
『
芭
＝
N
①
o
市
－
印
目
目
－
自
o
q

　
彗
旦
冒
o
冨
邑
品
雰
g
冒
閉
一
二
㌧
§
§
ミ
呉
専
§
§
㌻
掌
8
ミ
一

　
　
轟
（
乞
轟
）
’

〔
6
〕
匡
轟
ピ
ρ
峯
－
一
、
曳
彗
己
品
色
昏
昌
日
勺
ユ
o
血
P
、
射
ミ
§
県

尊
§
§
㌻
9
ミ
雲
一
さ
（
』
目
｛
畠
s
）
1

〔
乙
痔
阜
Ω
1
旨
二
皇
雨
皇
8
ミ
県
尊
§
§
ざ
、
ぎ
§
ぎ
恥

　
　
＞
昌
黒
①
a
凹
目
竃
匹
■
O
邑
昌
一
－
①
鼻

〔
8
〕
雪
…
邑
員
F
，
O
豆
ヨ
串
＝
｛
嘗
己
冒
♂
彗
凹
一
一
〇
墨
一
内
国
－

　
〇
一
竃
O
｝
ぎ
黒
眈
O
昌
8
＞
＝
O
O
芭
巨
昌
軍
O
§
婁
一
．
．
ぎ
ド
ー
ξ
8
ξ

　
9
一
串
一
1
Φ
宗
ニ
ミ
ミ
ぎ
§
ミ
札
O
ミ
ミ
ミ
ぎ
き
ぎ
き
軸
吻
§
｝
ミ
吻
O
“
§
§
印

　
　
、
§
p
ω
冨
巨
o
邑
一
岩
8
－

〔
9
〕
匡
…
色
o
・
一
■
1
一
＝
O
o
鼻
量
5
葦
昌
竃
旦
U
8
o
目
け
量
＝
墨
匡
昌

　
　
ぎ
厚
o
昌
邑
o
牢
o
o
萎
撃
、
ぎ
＞
』
o
斥
箒
ざ
o
ρ
；
9
ミ
一
ミ
ぎ
ミ

　
県
曽
o
§
ミ
o
身
冬
§
一
望
鼻
而
喜
ト
畠
＞
晶
〇
一
竃
巨
5
邑
o
p

　
　
一
〇
N
H
1

〔
1
0
〕
匡
弓
色
o
“
F
、
掌
o
只
蜆
雪
良
慧
9
彗
一
旨
岬
｛
o
・
雰
－

　
　
朋
o
胃
8
≧
一
〇
s
巨
昌
一
、
」
§
き
§
向
8
§
ミ
o
き
ミ
雨
§
3
（
旨
ミ

　
　
H
ミ
ω
）
’

〔
1
1
〕
内
o
・
量
一
こ
二
．
．
峯
豊
－
昌
豊
巨
冨
里
芭
…
一
泰
二
皇
o
§
ミ
葛
県

　
き
§
ミ
豪
o
（
オ
o
．
ω
5
s
）
．

〔
1
2
〕
穴
o
；
貴
』
．
害
ρ
H
．
日
冥
詩
、
↓
書
÷
至
雪
障
昌
ぎ
o
・
一
、

　
向
8
§
§
ミ
§
ま
（
』
彗
－
一
ぎ
㎞
）
－

〔
1
3
〕
旨
豊
毫
害
9
向
；
＝
U
8
昌
叶
量
＝
・
＆
軍
o
8
旨
H
0
二
胃
里
昌
－

　
　
邑
奏
一
二
巨
■
－
峯
豊
…
胆
邑
彗
o
買
震
o
冨
曇
身
＆
餉
－
一
き
き
ミ

　
』
§
言
涼
ぎ
き
皇
8
ミ
♀
？
o
§
き
§
軋
き
§
§
泰
■
o
邑
昌
一

　
　
乞
s
一

〔
1
4
〕
く
o
；
グ
界
彗
o
ω
．
射
o
岸
員
、
自
岩
－
巨
昌
昌
豊
o
冨
一
ω
庁
o

　
　
o
｛
冨
o
鶉
品
①
o
o
召
o
員
、
㌧
§
§
ミ
県
寒
§
o
§
膏
§
s
ミ
o
。

　
　
（
H
Φ
ミ
）
1

w
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〔
帖
〕
　
峯
o
ξ
畠
彗
一
峯
二
、
岸
o
量
巨
き
旨
邑
巨
睾
色
市
一
凹
…
弐
o
o
色
亭

厚
O
旨
ま
昌
H
胃
。
・
O
亘
＝
向
S
§
§
ミ
§
嵩
（
』
昌
．
一
ミ
O
）
‘

〔
1
6
〕
団
雪
窪
実
暮
軍
ω
1
L
昌
彗
篶
尻
婁
匝
．
戸
；
P
ミ
ミ
ミ
o
－

　
ミ
§
～
ミ
き
“
ミ
3
ミ
o
§
“
ミ
ミ
ミ
罧
ミ
亀
ミ
o
ミ
β
ミ
ミ
o
s
ま
ミ
ぶ

　
き
　
這
ミ
．

　
　
“
〔
〃
〕
「
一
〇
膏
｛
畠
…
一
甲
ξ
望
畠
一
壷
O
亮
8
主
呂
『
ξ
8
『
O

　
目
o
昌
潟
…
匡
o
o
墨
＝
匡
団
呂
昌
肖
岬
宍
o
＝
o
重
；
焉
o
富
由
＝
＝
篶
勺
目
勺
冊
畠
貝
昌
由
一

　
Φ
．
ミ
一
ミ
．
2
o
．
9
宅
＄
．

〔
1
8
〕
　
青
木
昌
彦
『
組
織
と
計
画
の
経
済
理
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
七

　
一
年
。

〔
1
9
〕
　
青
木
昌
彦
『
企
業
と
市
場
の
襖
型
分
析
』
岩
波
書
店
、
一
九
七

　
八
年
。

〔
2
0
〕
　
久
保
庭
真
彰
「
計
画
経
済
へ
の
機
能
的
接
近
法
の
一
考
察
」

　
『
経
済
評
諭
』
第
二
五
巻
第
一
一
号
（
一
九
七
六
年
一
〇
月
）
。

〔
2
1
〕
　
久
保
庭
真
彰
「
物
財
パ
ラ
ン
ス
調
整
プ
ロ
セ
ス
と
集
計
1
1
価
格

　
形
成
原
則
」
『
経
済
研
究
』
第
三
一
巻
第
一
号
（
一
九
八
○
年
一
月
）
。

　
　
＊
　
本
稿
は
、
第
二
回
社
会
主
義
数
量
経
済
研
究
会
（
一
九
八
三

　
年
六
月
、
東
京
）
で
の
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
。
研
究
会
に
出
席
さ

　
れ
た
諸
先
生
方
、
ま
た
本
誌
の
レ
フ
ェ
リ
ー
か
ら
有
益
な
コ
メ
ン
ト

　
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
、
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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